
母娘でのパイ談義に花が咲きます

森林環境の保全などに配慮した紙を使用しています。

《前郷字家岸上堤94  ☎53-2144》
HP　http://grandpa-grandma.com/

《第８回》

「ぐらんぱ ぐらんま」由利地域
》
/

》

」

■応募資格／市内にお住まいの方（応募は１人１通）
■締め切り／８月24日（金）
■応　　募／広報課「読者プレゼント」係あて
 「住所・氏名・年齢・連絡先・おたより」を明記のこと。

〒015ー8501　秋田県由利本荘市尾崎17番地
Eメール：kouho@city. yurihonjo. akita. jp
印刷／（有）高野写真印刷●編集・発行／由利本荘市広報課

　　（0184）24ー6237 　23ー1322

No.177　8 月１日発行

☎

※個人情報は記載内容の確認、プレゼントの発送のために使用し、この目的以外には使用しません。

主な
内容

高山食品から「高山のぬか漬けセット」
を次の５人の方へプレゼントします。

鈴木　ヒミさん（大内地域)
斎藤　幸子さん（本荘地域)
半田　スエさん（矢島地域)
正木　れみさん（本荘地域)
土門　信子さん（本荘地域)

※写真はイメージです。実際
　の賞品とは異なります。

ぐらんぱぐらんまから「アップルパイ詰め合わせ」を５人にプレゼント！
広報紙に対するご意見やご感想、身近な出来事など
「おたより」を添えてお申し込みください。

　　ハガキハガキ、ファクシミファクシミリ、
電子メールで電子メールで

　ご応募ください。　ご応募ください。

　ハガキ、ファクシミリ、
電子メールで

　ご応募ください。

　

開
業
２
年
目
の
新
し
い
お
店

「
ぐ
ら
ん
ぱ
ぐ
ら
ん
ま
」の
代
表
、

柳
田
菜
穂
美
さ
ん（
36
歳
）と
母

親
で
自
家
製
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
の

生
み
の
親
、
大
友
フ
ヨ
子
さ
ん

（
62
歳
）に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
■
き
っ
か
け

　

代
表
の
柳
田
さ
ん
の
母
親
・

フ
ヨ
子
さ
ん
が
趣
味
で
作
っ
て

い
た
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
。
手
伝
っ

亀田藩亀田藩しのびしのび亀田藩しのび
岩城姫岩城姫岩城姫 天鷺城下天鷺城下を練り歩く天鷺城下を練り歩く

パリパパリパ
母と娘母と娘
パリパリ・サクサクのアップルパイ
母と娘でつくる 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域
の

「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。

第
8
回
は
、
由
利
地
域
の
「
ぐ
ら
ん
ぱ 

ぐ
ら
ん
ま
」
で
す
。

◆
リ
ン
ゴ
は
在
庫
の
状
況
に
よ
り
、

　

青
森
県
産
の
リ
ン
ゴ
を
使
用
す

　

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

★アクセス：ゆり保育園向い、由利福祉保健センター 隣

ぐらんぱ
ぐらんま

10808108 前
郷
駅

鳥海山ろく線

由利総合支所

由利体育館
●
●

ゆり保育園ゆり保育園ゆり保育園

由利図書館由利図書館
●

由利図書館
●

●福祉保健福祉保健
　センター　センター
●福祉保健
　センター

●佐々木
　歯科医院

●
矢島消防署
由利分署

　

◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆

　

元
々
は
、
地
域
の
お
じ
い
さ

ん
（
英
語
で
グ
ラ
ン
パ
）
や
お

ば
あ
さ
ん
（
グ
ラ
ン
マ
）
が
作

る
野
菜
な
ど
を
全
国
に
向
け
て

販
売
し
た
か
っ
た
と
い
う
柳
田

さ
ん
。
そ
こ
に
は
、
地
域
の
活

性
化
や
安
全
安
心
な
食
料
を
発

信
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
野
菜
販
売

で
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
思
い
を
そ
の
ま
ま
に
、
お
店

の
名
前
を
「
ぐ
ら
ん
ぱ
ぐ
ら
ん

ま
」
と
し
て
、
作
り
置
き
を
し

な
い
や
さ
し
い
ア
ッ
プ
ル
パ
イ

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
バ
タ
ー

と
リ
ン
ゴ
の
甘
さ
が
マ
ッ
チ
し

た
サ
ク
サ
ク
の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ

を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

■
材
料
の
リ
ン
ゴ

　

西
目
産
と
平
鹿
産
の
リ
ン
ゴ

を
使
用
。
特
に
、
化
学
肥
料
や

除
草
剤
を
使
わ
ず
に
栽
培
し
た

リ
ン
ゴ
〝
電
子
リ
ン
ゴ
〞
は
、

煮
く
ず
れ
し
に
く
く
、
リ
ン
ゴ

の
角
が
残
る
こ
と
か
ら
食
感
が

い
い
。
体
に
も
や
さ
し
い
。

　
■
お
客
さ
ん
の
反
応

　
「
甘
さ
控
え
め
で
、飽
き
が
こ

な
い
」「
く
ど
く
な
い
」「
食
べ
た

こ
と
が
な
い
食
感
」と
い
う
感
想

が
聞
か
れ
る
。「
お
い
し
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
何
よ
り
の
喜
び
。

　
■
今　

後

　

季
節
ご
と
に
商
品
を
出
し
た

い
。
新
商
品
の
開
発
に
も
力
を

入
れ
る
。

一つずつ、丁寧に作ります一つずつ、丁寧に作ります一つずつ、丁寧に作ります

て
い
る
う
ち
に
覚
え
、
自
ら
も

作
る
よ
う
に
な
る
。
地
元
の
公

民
館
で
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
好

評
で
、
２
年
前
か
ら
本
格
的
に

販
売
を
始
め
る
。

　
■
商　

品

　

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
、
電
子
リ
ン
ゴ

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
、
チ
ョ
コ
パ
イ 

ほ
か

■
販　

売

　

完
全
受
注
販
売
。
電
話
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
を
受
け

付
け
て
か
ら
製
造
し
て
い
る
。

　
■
こ
だ
わ
り

　

パ
イ
生
地
は
、
時
間
が
た
つ

と
モ
ソ
モ
ソ
し
た
も
た
つ
く
食

感
に
な
る
。
パ
リ
パ
リ
感
が
残

る
よ
う
に
、
生
地
を
工
夫
し
て

い
る
ほ
か
、
出
来
た
て
を
渡
す

よ
う
引
き
渡
し
の
時
間
か
ら
逆

算
し
て
作
っ
て
い
る
。

ボクシング 五十嵐選手 世界王者にボクシング 五十嵐選手 世界王者に… … ②･③　　市政フラッシュ　　市政フラッシュ … … ④･⑤ボクシング 五十嵐選手 世界王者にボクシング 五十嵐選手 世界王者に… … ②･③　　市政フラッシュ　　市政フラッシュ … … ④･⑤ボクシング 五十嵐選手 世界王者に… ②･③　　市政フラッシュ … ④･⑤

７月８日  旧藩祭にて７月８日  旧藩祭にて７月８日  旧藩祭にて（関連記事は６㌻）（関連記事は６㌻）（関連記事は６㌻）
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デ
ー
モ
ン
小
暮
さ
ん
も
祝
福

歓
声
に
湧
く
会
場

熱
戦
を
見
守
る
長
谷
部
市
長
ら
地
元
後
援
会

　

本
市
船
岡
出
身
の
五
十
嵐
俊
幸

選
手
（
28
歳
・
西
目
高
―
東
京
農

大
―
帝
拳
）
が
７
月
16
日
、
埼
玉

ウ
イ
ン
グ
ハ
ッ
ト
春
日
部
で
開
催

さ
れ
た
世
界
ボ
ク
シ
ン
グ
評
議
会

（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
） フ
ラ
イ
級
の
王
座
を
懸

け
た
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
で
ソ
ニ
ー

ボ
ー
イ
・
ハ
ロ
選
手
（
30
歳・フ
ィ

リ
ピ
ン
）
に
判
定
勝
ち
し
、
世
界

初
挑
戦
で
王
座
に
輝
き
ま
し
た
。 

　

試
合
に
は
地
元
後
援
会
と
銀
座

後
援
会
か
ら
５
０
０
人
を
超
す
応

援
団
が
詰
め
か
け
、「
五
十
嵐
コ
ー

ル
」
を
送
っ
て
応
援
。
五
十
嵐
選

手
は
、
パ
ン
チ
力
の
あ
る
ハ
ロ
選

手
に
対
し
て
序
盤
か
ら
カ
ウ
ン

タ
ー
や
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
で
確
実

に
ポ
イ
ン
ト
を
奪
い
、
優
勢
に
試

合
を
進
め
ま
し
た
。
11
回
に
は
ハ

ロ
選
手
の
右
パ
ン
チ
を
再
三
浴
び
、

左
ま
ぶ
た
を
切
る
劣
勢
に
。
最
終

ラ
ウ
ン
ド
の
12
回
は
気
力
で
攻
め

続
け
、
２
対
１
の
判
定
で
接
戦
を

制
し
ま
し
た
。

　

長
谷
部
市
長
は
、「
市
民
に
夢
と

希
望
と
元
気
を
与
え
る
と
と
も
に
、

由
利
本
荘
市
の
名
を
世
界
に
高
め

る
快
挙
で
あ
り
、
市
初
の
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
誕
生
と
い
う
金
字

塔
」
に
対
し
７
月
18
日
、
五
十
嵐

選
手
へ
の
市
民
栄
誉
賞
の
授
与
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

五
十
嵐
選
手
は
西
目
高
校
で
ボ

ク
シ
ン
グ
を
始
め
、
高
校
３
年
時

（
平
成
13
年
）に
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
国
体
の
２
冠

に
輝
き
、
こ
れ
に
対
し
、
市
体
育

協
会
で
は
特
別
栄
光
賞
を
授
与
し

て
い
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
在
学

中
は
、
平
成
15
・
16
年
に
全
日
本

選
手
権
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
を
連
覇

し
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も

唯
一
の
日
本
代
表
と
し
て
出
場
。

　

五
十
嵐
選
手
は
応
援
し
て
く
れ

た
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
こ
れ
ま
で

支
え
て
き
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
、

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
全
力
で
戦
っ
て
い
く
の
で

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

五
十
嵐
選
手
の
父 

新
一
さ
ん

（
61
歳
）
と
母 

眞
智
子
さ
ん
（
58

歳
）は
「
帝
拳
ジ
ム
に
入
門
以
来
、

安
心
し
て
ジ
ム
の
方
針
に
任
せ
て

き
ま
し
た
。
プ
ロ
に
な
っ
た
時
は

２
、
３
年
で
諦
め
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
道
に
よ

く
や
っ
た
と
思
う
。
世
界
戦
が
近

づ
く
に
つ
れ
、
こ
れ
を
逃
し
た
ら

次
の
チ
ャ
ン
ス
は
い
つ
来
る
か
と

不
安
に
な
り
、
必
ず
今
回
の
チ
ャ

ン
ス
を
生
か
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

今
後
は
、
で
き
る
だ
け
防
衛
を

重
ね
て
、
第
２
の
人
生
の
目
標
を

設
定
し
、
自
分
の
思
う
通
り
に

し
っ
か
り
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
、
今
後
の
活
躍
に
期
待
を
込

め
ま
し
た
。



災
害
廃
棄
物  

事
前
確
認
調
査
、
現
地
視
察
を
経
て
試
験
焼
却
を
実
施
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市
で
は
、
県
と
共
に
災
害
廃
棄

物
の
受
け
入
れ
に
関
し
、
事
前
確

認
調
査
を
６
月
29
日
に
岩
手
県
野

田
村
の
米
田
二
次
仮
置
場
破
砕
選

別
施
設
で
、
７
月
６
日
に
は
本
荘

清
掃
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
広
域
埋
立

地
な
ど
市
内
９
カ
所
で
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
を
対
象
と
し

た
災
害
廃
棄
物
破
砕
選
別
状
況
等

現
地
視
察
を
７
月
６
日
に
実
施
し
、

31
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
に
お
け
る
全
て
の
測
定
結
果
で

空
間
放
射
線
量
率
が
県
内
の
通
常

レ
ベ
ル
の
範
囲
内
で
し
た
。

　

県
が
７
月
13
日
に
発
表
し
た
事

前
確
認
調
査
の
結
果
で
は
「
土
壌
、

焼
却
灰
、
地
下
水
な
ど
に
含
ま
れ

る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
に
お
い

て
、
岩
手
県
と
の
基
本
協
定
で
定

め
た
受
け
入
れ
基
準
に
合
致
す
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
」
と
し
て
い

ま
す
。

　

７
月
18
日
か
ら
19
日
に
は
、
本

荘
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
試
験
焼
却
す

る
災
害
廃
棄
物
11
・
97
㌧
が
４
㌧

車
６
台
で
搬
入
さ
れ
、
19
日
か
ら

20
日
に
か
け
て
、
一
般
ご
み
と
混

ぜ
て
焼
却
。
搬
入
に
あ
た
っ
て
は

各
搬
入
車
両
の
左
右
な
ど
７
カ
所

で
空
間
放
射
線
量
率
を
測
定
し
、

全
て
の
測
定
値
が
県
内
の
通
常
レ

ベ
ル
の
範
囲
内
で
し
た
。
災
害
廃

棄
物
と
一
般
ご
み
と
の
混
焼
後
発

生
し
た
焼
却
灰
（
２
日
間
で
20
・

59
㌧
）
の
搬
出
時
に
お
い
て
も
空

間
放
射
線
量
率
は
県
の
通
常
レ
ベ

ル
の
範
囲
内
で
あ
り
、
放
射
能
濃

度
は
、
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
定

め
る
目
安
値
を
、
大
幅
に
下
回
っ

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
表
１
）

　

市
と
県
で
は
、
試
験
焼
却
で
発

生
し
た
排
ガ
ス
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
濃
度
や
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
、

飛
灰
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
に

つ
い
て
、
８
月
17
日
ま
で
に
公
表

す
る
予
定
で
す
。

災害廃棄物を積んだ車両の空間放射線量率測定を見守る長谷部市長

完成イメージ

す
る
予
定
で
す

　　　　試験焼却結果
■災害廃棄物搬入車両の空間放射線量率　0.04 ～ 0.06（単位：マイクロシーベルト/h）   
■焼却灰運搬車両の空間放射線量率　0.04 ～ 0.05 （〃）   
■本荘清掃センター周辺地区空間放射線量率　0.04 ～ 0.06 （〃）
■主灰、飛灰の放射能濃度（単位：ベクレル/kg）

表 １

　岩手県野田村の事前測定結果
・空間放射線量率  0.07（単位：マイクロシーベルト/h）
・仮置場内破砕処理エリアの空間放射線量率  0.06 （〃）
・災害廃棄物の遮蔽線量率  0.001 （〃）
・仮置場において破砕選別した可燃性廃棄物の放射性セ
　シウム濃度　　　不検出 （単位：ベクレル/kg）
・仮置場において破砕選別した可燃性廃棄物のＰＣＢ濃度
　　　　　　　　　不検出 （単位：mg/L）
・仮置場内破砕処理エリア敷地境界のアスベスト濃度 
　　　　　　　　　0.11　（単位：本/L）

市
役
所
の
耐
震
・
改
修
工
事
を
行
い
ま
す

　

現
在
の
市
役
所
庁
舎
は
、
昭
和

44
年
に
建
築
し
た
建
物
で
、
昭
和

56
年
に
見
直
さ
れ
た
建
物
の
耐
震

設
計
基
準
で
は
、
そ
の
基
準
を
満

た
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

平
成
22
年
に
耐
震
診
断
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
大
規
模
な
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、
建
物
が
大
破
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

市
は
、
こ
の
結
果
を
受
け
て
市

役
所
庁
舎
の
耐
震
・
改
修
工
事
と

し
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱

や
梁
（
は
り
）・
筋
交
い
・
壁
な

ど
の
補
強
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

内
部
改
修
や
防
災
面
を

強
化
す
る
た
め
の
非
常

用
発
電
機
の
増
設
な
ど

も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
は
、
８
月
20

日
か
ら
平
成
25
年
10
月

31
日
ま
で
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
工

事
の
進
ち
ょ
く
に
合
わ

せ
て
、
順
次
、
各
課
の

事
務
ス
ペ
ー
ス
を
移
転

す
る
こ
と
に
な
る
ほ
か
、

一
時
的
に
駐
車
禁
止
区

域
が
発
生
し
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
工
事
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
十
分
に
配
慮

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課

　
　

☎
24
―
３
３
２
１

Ｍ．Ｓさんからのおたより
岩手県野田村の現地視察に参加して（抜粋）

　町内婦人部の誘いで野田村の破砕選別施設
の視察に行ってきました。現地に着くと想像
を絶するほどのがれきの山。震災の甚大さを
物語る破砕選別施設、仮置場での重機、手作
業での選別作業。木材などもきれいに洗浄さ
れ再利用するとのことでした。１時間の視察
でしたが、ここで働いている方々の中には震
災で家族を亡くされた方や仮設住宅に住んで
いる方が多いと聞き、胸が熱くなりました。
岩手県ではいまだ約525万㌧の災害廃棄物が
残っているとのこと。放射線量値には十分配
慮して、一日も早い復興を願っています。

　このたびの試験焼却の結果を受け、試験焼却結果市民
説明会を開催します。

実施日　８月25日㈯
ところ　鳥海地域　紫水館　　10時～
　　　　本荘地域　産学共同センター　14時～
問い合わせ先　生活環境課　☎ 24－6253

試験焼却結果市民説明会開催します

野田村での施設見学会

県内における地上高１㍍の空間放射線量率は　0.03 ～ 0.09マイクロシーベルト/h （秋田県発表） 

放射性セシウム134採　　　取　　　物
主　　　灰（燃えがら）
飛灰固化物（ばいじん）

放射性セシウム137 放射性セシウム合計値
不検出
不検出

不検出
21（15）

不検出
21（15）

※（  ）内は事前調査の数値。国の基準では8,000ベクレル/kg以下の場合、管理型最終処分場にて埋立処分が可能

ま
い   

た
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７
月
７
〜
８
日
、
岩
城
地
域

で
旧
亀
田
藩
二
万
石
と
し
て
栄

え
た
時
代
を
し
の
ば
せ
る
祭
り

「
旧
藩
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

祭
り
は
県
内
外
か
ら
の
招
待

芸
能
と
郷
土
芸
能
の
競
演
が
特

徴
。
34
回
目
と
な
る
今
回
は
福

島
県
い
わ
き
市
の
「
子
供
じ
ゃ

ん
が
ら
念
仏
踊
り
」
や
男
鹿
市

の
「
な
ま
は
げ
太
鼓
」
が
参
加

し
ま
し
た
。
地
元
岩
城
地
域
か

ら
の
「
道
川
百
姓
踊
り
」
や
青

年
有
志
に
よ
る
「
亀
田
手
踊
り
」、

市
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
「
亀
田
大
神
楽
」
と
競
演
し
、

会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

８
日
に
は
、
亀
田
保
育
園
・

亀
田
小
学
校
の
園
児
・
児
童
に

よ
る
亀
田
手
踊
り
も
披
露
さ
れ
、

伝
統
あ
る
踊
り
や
太
神
楽
の
荘

厳
な
舞
に
観
光
客
か
ら
大
き
な

拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
祭
り
ム

ー
ド
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

　

ま
た
亀
田
体
育
館
で
は
旧
藩

芸
術
文
化
交
流
展
が
同
時
開
催

さ
れ
、
多
く
の
作
品
が
観
客
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
道
川
、本
荘
マ
リ
ー
ナ
、

西
目
の
各
海
水
浴
場
が
海
開
き

を
迎
え
た
７
月
21
日
、
本
荘
マ

リ
ー
ナ
海
水
浴
場
で
は
午
前
７

時
半
か
ら
市
内
の
小
中
学
生
な

ど
、
市
民
約
１
５
０
０
人
が
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

約
１
時
間
の
作
業
で
燃
え
る
ご

み
約
２
・
６
㌧
、
燃
え
な
い
ご

み
約
90
㌔
を
拾
い
集
め
、
砂
浜

は
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
関
係
者
ら
で
海

水
浴
期
間
中
の
安
全
を
願
う
神

事
が
行
わ
れ
、
石
川
裕
副
市
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
本
日
、

市
内
３
カ
所
が
海
開
き
を
迎
え

ま
す
。
市
内
の
海
水
浴
場
は
い

ず
れ
も
安
心
し
て
楽
し
め
る
き

れ
い
な
海
で
す
。
期
間
中
の
無

事
故
を
祈
り
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

道
川
小
学
校
（
佐
藤
義
広
校

長
）
の
全
校
児
童
１
５
６
人
が
、

７
月
11
日
道
川
海
水
浴
場
で
サ

ン
ド
ク
ラ
フ
ト
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
海
岸
に
近
い
と

い
う
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

平
成
11
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
は
「
す
て
き
な

と
こ
ろ
へ
！
夢
の
の
り
も
の
」

を
テ
ー
マ
に
、
１
年
〜
６
年
生

混
合
の
縦
割
り
で
組
ま
れ
た
９

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
砂

の
像
を
作
り
ま
し
た
。

　

設
計
図
を
も
と
に
、
児
童
た

ち
は
、
ポ
リ
バ
ケ
ツ
に
砂
を
つ

め
て
塊
を
作
り
、
水
を
ス
プ
レ

ー
し
て
割
れ
る
の
を
防
ぎ
な
が

ら
、
ロ
ケ
ッ
ト
や
Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
バ

ス
な
ど
を
形
作
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
気
温
が
30
度
を
超
え

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も

た
ち
は
一
生
懸
命
砂
像
づ
く
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
最
後
と
な
る
６
年
の
吉

尾
俊
亮
さ
ん
は
「
作
る
の
が
と

て
も
お
も
し
ろ
い
。（
道
川
小
学

校
に
）
こ
の
行
事
が
あ
っ
て
う

れ
し
い
。
統
合
（
来
年
度
で
閉

校
）
し
て
も
続
い
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

受
け
継
が
れ
る
歴
史
と
文
化
、芸
術
の
祭
典

旧
藩
祭
・
旧
藩
芸
術
文
化
交
流
展

市
内
各
海
水
浴
場
が
海
開
き

本
荘
マ
リ
ー
ナ
海
水
浴
場
で
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

　

市
消
防
訓
練
大
会
が
７
月
15

日
、
県
消
防
学
校
（
岩
城
内
道

川
）
で
開
催
さ
れ
、
約
３
０
０

人
の
消
防
団
員
が
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
部
門
に
各
支
団
の
大
会
で
第

一
位
と
な
っ
た
代
表
８
チ
ー
ム
、

ポ
ン
プ
車
操
法
部
門
に
２
チ
ー

ム
が
出
場
。

　

雨
の
降
る
中
、
団
員
た
ち
は
、

緊
張
感
あ
ふ
れ
る
き
び
き
び
と

し
た
動
き
を
見
せ
、
操
作
の
正

確
性
や
速
さ
を
競
い
ま
し
た
。

順
位

▼
小
型
ポ
ン
プ
操
法　

　

一
位　

西
目
支
団　

　

二
位　

矢
島
支
団　

　

三
位　

鳥
海
支
団

▼
ポ
ン
プ
車
操
法　

　

一
位　

鳥
海
支
団　

　

二
位　

大
内
支
団

各
支
団
の
代
表
が
日
頃
の
訓
練
成
果
を
競
う

市
消
防
訓
練
大
会

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で

川
に
親
し
む

第
17
回
子
吉
川
フ
ェ
ア

　

道
の
駅
「
岩
城
」
の
島
式
漁
港

公
園
で
７
月
21
日
、
第
28
回
日
本

海
洋
上
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
百
花
繚
乱　

岩
城
・
由
利
本
荘

の
魅
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
雄
大
な

日
本
海
を
背
景
に
色
と
り
ど
り
の

花
火
約
５
千
発
が
３
部
構
成
で
打

ち
上
げ
ら
れ
、
夜
空
を
彩
る
光
と

音
の
競
演
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。
毎
年
恒
例
で
、
こ
の
花
火
大

会
の
目
玉
、
七
号
玉
・
十
号
玉
の

連
発
は
観
客
を
圧
倒
。
迫
力
満
点

の
夏
の
花
に
、
訪
れ
た
約
２
万
５

千
人
の
観
客
か
ら
大
き
な
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　
「
第
17
回
子
吉
川
フ
ェ
ア
」
が

７
月
14
日
、
ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア

ク
ア
パ
ル
な
ど
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
生
に
よ
る
研
究
発

表
や
カ
ヌ
ー
体
験
、
親
子
船
上

観
察
、水
辺
健
康
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
に
大
勢
の
家

族
連
れ
が
訪
れ
、
催
し
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
「
第
23
回
子
吉
川
い
か

だ
下
り
大
会
」
が
、
夜
祭
と
し

て
「
第
３
回
癒
し
の
川
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
」
が
開
催
さ
れ
、

大
い
に
川
に
親
し
む
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

お父さん、お母さんと走ろう！　
水辺健康マラソン　ファミリーペア部門

夜
空
に
５
千
発
の
大
輪　

第
28
回
日
本
海
洋
上
花
火
大
会

道
川
海
岸
に
〝
夢
の
の
り
も
の
〞
現
る　
道
川
小
学
校　

サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト



　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹

介
状
と
市
専
用
の
履
歴
書
な
ど
必

要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備
え
付

け
の
募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
秋
田
由
利
牛
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
支
援
員
】

 （
県
緊
急
雇
用
創
出
等
臨
時
対
策

基
金
事
業
）

勤
務
内
容　

秋
田
由
利
牛
の
生
産

　

 

・
販
売
戦
略
の
策
定
に
向
け

　

た
流
通
実
態
な
ど
の
調
査
、
認

　

知
度
向
上
の
た
め
の
情
報
発
信

　

な
ど

募
集
人
員　

１
人

勤
務
先　

農
業
振
興
課

勤
務
時
間　

週
５
日
勤
務
（
38
時

　

間
45
分
）

応
募
資
格　

自
動
車
運
転
免
許
証
、

　

パ
ソ
コ
ン
入
力
操
作
が
で
き
る

　

方
雇
用
期
間　

９
月
１
日
〜
平
成
25

　

年
２
月
28
日
（
更
新
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
８
日
㈬
ま
で
、
農
業
振
興

　

課　

☎
24―

６
３
５
４

※

県
緊
急
雇
用
創
出
等
臨
時
対
策

　

基
金
事
業
の
臨
時
職
員
に
は
、

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
、
平

　

成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
離
職

　

し
た
失
業
者
お
よ
び
平
成
23
年

　

３
月
以
降
に
卒
業
し
た
未
就
職

　

失
業
者
の
み
応
募
で
き
ま
す  

　
（
た
だ
し
東
日
本
大
震
災
の
被

　

災
者
の
雇
用
を
優
先
し
ま
す
）

　

雇
用
期
間
は
通
算
し
て
１
年
ま

　

で
の
期
間
に
制
限
さ
れ
ま
す

　

 （
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に

　

限
り
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
ゆ
り
保
育
園
臨
時
職
員（
保
育
士
）】

勤
務
内
容　

乳
幼
児
の
保
育
業
務

募
集
人
員　

１
名

勤
務
先　

ゆ
り
保
育
園
（
前
郷
字

　

家
岸
上
堤
76
）

勤
務
時
間　

週
５
日
勤
務
（
38
時

　

間
45
分
）

応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を
有
す

　

る
方

雇
用
期
間　

９
月
１
日
〜
12
月
31

　

日
（
更
新
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
８
月
17
日
㈮
ま
で
、
由
利
総
合
支

　
所
振
興
課　

☎
53―

２
１
１
２

日
時　

８
月
17
日
㈮　

10
時
〜

会
場　

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

 （
石
脇
字
田
尻
）

対
象　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の

　

方

※

秋
田
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、

　

秋
田
し
ん
せ
い
農
協
、
羽
後
信

　

用
金
庫
の
通
帳
を
ご
持
参
く
だ

　

さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

市
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー　

☎
24―

５
１
１

　

１
区
分
・
応
募
資
格

【
手
書
き
統
計
グ
ラ
フ
の
部
】

　

第
１
部　

小
学
校
１
・
２
年
生

　

第
２
部　

小
学
校
３
・
４
年
生

　

第
３
部　

小
学
校
５
・
６
年
生

　

第
４
部　

中
学
生

　

第
５
部　

高
校
生
以
上
・
一
般

【
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
】

　

小
学
生
以
上
・
一
般

テ
ー
マ　

自
由

用
紙
規
格　

Ｂ
２
版
仕
上
げ

応
募
締
め
切
り　

９
月
３
日
㈪
必

　

着
問
い
合
わ
せ
先　

県
企
画
振
興
部

　

調
査
統
計
課　

☎
０
１
８―

８

　

６
０―

１
２
５
１

　

http://w
w
w
.pref.akita.lg.

　

jp/tokei/

日
時　

８
月
５
日
㈰　

９
時
〜
正

　

午
（
雨
天
時
中
止
）

会
場　

ア
ク
ア
パ
ル
南
側
正
面
広

　

場
（
屋
外
30
区
画
・
１
区
画
＝

　

約
１
坪
）

内
容　

不
用
に
な
っ
た
日
用
雑

　

貨
・
衣
類
・
書
籍
な
ど　

出
店
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
３
日
㈮
ま
で
、
ア
ク
ア
パ

　

ル　

☎
22―

５
６
１
１

期
間　

９
月
10
日
㈪
〜
14
日
㈮　

　

９
時
〜
16
時
（
10
日
は
17
時
ま

　

で
）

会
場　

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
セ
ン

　

タ
ー
（
秋
田
市
）

対
象　

県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の

　

母
・
寡
婦

定
員　

10
人

内
容　

ワ
ー
ド
２
０
１
０
、
エ
ク

　

セ
ル
２
０
１
０
の
基
礎
知
識

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
２

　

千
円
は
実
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
28
日
㈫
ま
で
、
子
育
て
支

　

援
課　

☎
24―

６
３
１
９

※

申
込
書
に
写
真
（
４
㌢×

３

　

㌢
）
１
枚
が
必
要
で
す

募
集

 「
秋
田
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
」
作
品
募
集

市
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

 「
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」
受
講
者
募
集
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フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま

ち
市
場
」
出
店
者
募
集

シ
ル
バ
ー
会
員　

登
録
説
明
会

▷区分　消防職
▷採用予定人員　大学卒(上級)・短大高専
　卒（中級）・高校卒（初級）合わせて10
　人（※救急救命士を含む）
▷受験資格
　 【大学卒】昭和58年４月２日から平成３年
　４月１日までに生まれた方（学歴区分なし）
　 【短大高専卒】昭和60年４月２日から平
　成５年４月１日までに生まれた方（大学
　を卒業または卒業見込みの方を除く）
　 【高校卒】昭和62年４月２日から平成７年
　４月１日までに生まれた方（大学、短期大
　学等を卒業または卒業見込みの方を除く）
※ 「救急救命士」は、いずれの試験区分で
　も昭和58年４月２日以降に生まれた方
　で、救急救命士資格を有する方または平
　成24年度実施の国家試験で資格取得で
　きる見込みの方
▷第１次試験日　10月14日㈰
▷試験会場　ノースアジア大学（秋田市）
▷採用試験申込書の請求　市消防本部総務課へ
※郵便で請求する場合は、「職員採用試験
　申込書請求」と朱書きのうえ、宛先を明
　記して140円切手を貼った返信用封筒
　 （Ａ４）を同封すること
※採用試験申込書は、本荘消防署・矢島消
　防署でも受け取れます
▷受付期間　８月15日㈬～９月19日㈬必着
▷申し込み・問い合わせ先　市消防本部総
　務課　☎22－4282
　〒015－0871
　由利本荘市尾崎17
※受験案内の概要は市
　ホームページでもご
　覧になれます

平成25年度採用予定

「市消防職員」を募集します「市消防職員」を募集します「市消防職員」を募集します「市消防職員」を募集します「市消防職員」を募集します

暮らしのお知らせ 　 情報ガイド
　

的
確
な
判
断
で
迅
速
に
人
命
救

助
し
た
功
績
を
た
た
え
６
月
20
日
、

齊
藤
利
久
さ
ん（
47
歳
・
中
帳
）へ
、

市
消
防
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

５
月
28
日
午
前
９
時
20
分
頃
、

畑
で
農
作
業
中
に
立
ち
木
と
耕
運

機
に
胸
部
を
挟
ま
れ
て
い
た
傷
病

者
を
そ
の
妻
が
発
見
。
近
隣
の
建

設
会
社
に
助
け
を
求
め
、
従
業
員

の
齊
藤
さ
ん
が
、
エ
ン
ジ
ン
が
か

か
っ
た
ま
ま
で
ギ
ア
が
入
っ
て
い

た
耕
運
機
を
移
動
さ
せ
、
救
出
し

ま
し
た
。

　

救
出
時
、
傷
病
者
は
意
識
が
な

く
、
胸
部
圧
迫
に
よ
り
呼
吸
が
う

ま
く
で
き
な
い
状
態
で
し
た
が
、

救
急
隊
が
到
着
し
た
頃
に
は
意
識

が
回
復
し
、
重
篤
に
陥
る
こ
と
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 　

感
謝
状
贈
呈
式
で
齊
藤
さ
ん
は

「
耕
運
機
に
挟
ま
れ
て
い
た
の
で

『
助
け
た
い
』と
い
う
一
心
だ
っ
た
。

尊
い
命
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平成24年８月１日号 広報ゆりほんじょう

畑 

山  

清 

一 

さ
ん

（
88
歳
・
東
由
利
宿
）

旭
日
単
光
章　
地
方
自
治
功
労

　畑山さんは、昭和54年の初当選以
来、通算13年間にわたり旧東由利町
議会議員として地域発展に情熱を傾
け、町勢と地方自治の発展に貢献さ
れました。また、由利農業共済組合理
事、由利畜産農業協同組合代表監
事、農業委員会委員を歴任され、農
業振興充実に尽力されました。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「思いがけない受章に感激しています。議員として
与えられた任務を、地域のために忠実にやってきま
した」と話す畑山さん

　

株
式
会
社
工
藤
設
計
事
務
所
代

表
取
締
役
会
長
で
、
県
建
築
士
会

副
会
長
の
工
藤
次
郎
さ
ん（
石
脇
・

71
歳
）
が
、
長
年
に
わ
た
り
建
築

設
計
監
理
業
に
精
励
す
る
と
と
も

に
関
係
団
体
の
役
員
と
し
て
業
界

の
発
展
に
寄
与
し
た
と
し
て
、
国

土
交
通
大
臣
表
彰
（
建
設
事
業
関

係
功
労
、
住
宅
・
建
築
事
業
関
係
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

工
藤
さ
ん
は
「
大
変
栄
光
の
あ

る
賞
を
い
た
だ
き
、
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
今
後
は
地
域
の

関
係
団
体
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

石
脇
出
身
の
株
式
会
社
三
浦
工

務
店（
東
京
都
・
足
立
区
）の
三
浦

敏
男
代
表
取
締
役
社
長
が
、
会
社

の
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
市
民

の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
２
０

０
万
円
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
７
月
10
日
、
長
谷
部
市
長

を
訪
れ
た
三
浦
社
長
は
「
高
校
卒

業
後
、
東
京
に
出
て
会
社
を
創
っ

て
50
年
。
お
世
話
に
な
っ
た
人
に

感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
い
と
思

い
寄
付
い
た
し
ま
す
。
少
し
で
も

お
役
に
立
て
れ
ば
」
と
話
し
、
市

長
に
寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
、
本
荘
公
園
の
整
備

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
28
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

交
流
大
会
県
予
選
大
会
（
県
少
年

少
女
陸
上
競
技
大
会
）
が
７
月
１

日
、
八
橋
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、

各
種
目
で
４
人
の
選
手
が
優
勝
、

全
国
大
会
へ
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

◆佐々木琉人さん
　（100㍍・西目小６年）

◆伊藤　　拓さん
　（80㍍ハードル・尾崎小６年）

◆土井　幹太さん
　（走り高跳び・子吉小６年）

◆遠藤　杏樺さん
　（ソフトボール投げ・新山小６年）

左から佐々木選手、伊藤選手、土井選手、遠藤選手
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元
の
分
を
確
認
の
う
え
、
お
早

　

め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

※
 

休
診
期
間
中
で
も
急
患
な
ど

　

の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
海
診
療
所　

　

☎
57―
２
０
０
３

シ
ー
ト
構
成　

80
円
切
手×
10
枚

価
格　

１
２
０
０
円（
千
部
発
行
）

販
売
局　

市
内
お
よ
び
に
か
ほ
市

　
・
湯
沢
市
・
雄
勝
郡
の
郵
便
局

　

（
簡
易
郵
便
局
除
く
）

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
郵
便
局　

　

☎
22―

０
３
０
０
、　

矢
島
郵

　

便
局　

☎
56―

２
４
０
５

　

く
だ
さ
い
。（
振
込
手
数
料
無

　

料
）

※

郵
便
振
替
も
で
き
ま
す

※

日
本
赤
十
字
社
窓
口
（
福
祉
支

　

援
課
お
よ
び
総
合
支
所
市
民
福

　

祉
課
）
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

　

す
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課　

　

☎
24―

６
３
１
５

休
診
日　

８
月
13
日
㈪
、
14
日
㈫

※

投
薬
を
受
け
て
い
る
方
は
お
手

　

ン
ト
は
２
分
の
１
以
内

【
講
演
会
・
学
習
会
等
開
催
支
援
】

　

地
域
の
あ
り
方
を
考
え
る
学
習

　

会
な
ど
の
開
催
費
用
（
２
分
の

　

１
以
内
、
上
限
20
万
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

県
由
利
地
域
振
興
局　

地
域
企

　

画
課　

☎
22―

５
４
３
２

期
間　

８
月
31
日
㈮
ま
で
秋
田
銀

　

行
お
よ
び
北
都
銀
行
各
店
の
救

　

援
金
専
用
用
紙
で
お
振
り
込
み

助
成
事
業
名　

元
気
な
ふ
る
さ
と

　

秋
田
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈬
〜
８
月

　

31
日
㈮

対
象
団
体　

公
益
の
推
進
を
目
的

　

と
し
た
活
動
を
自
発
的
に
続
け

　

て
い
く
見
込
み
の
あ
る
市
民
団

　

体
事
業
メ
ニ
ュ
ー

【
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
支
援
】

　

地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

　

開
催
費
用
（
３
分
の
１
以
内
、

　

上
限
60
万
円
）

※

男
女
の
出
会
い
に
関
す
る
イ
ベ

　

県
で
は
、
県
民
や
地
域
が
取
り

組
む
自
主
・
自
立
し
た
地
域
づ
く

り
活
動
や
地
域
が
元
気
に
な
る
活

動
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
助
成
の
可
否
に
つ
い
て
は
、

審
議
委
員
会
で
審
議
さ
れ
決
定
さ

れ
ま
す
。

　

市
全
域
で
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
し
ま
す
。
ご
家
庭
や
職
場
、

地
域
で
の
黙
と
う
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

８
月
６
日
㈪
（
広
島
原
爆

忌
）８
時
15
分
／
９
日
㈭（
長

崎
原
爆
忌
）
11
時
２
分
／
15

日
㈬
（
終
戦
記
念
日
）
正
午

※

吹
鳴
は
１
分
間

　７月９日から外国人住民の方にも住民票が作成されています。
　市外への転出や市内転居の際には市民課および総合支所市民福祉課
の窓口で手続きが必要になります。出国する場合も同様です。
　住所を変更する際は、現在お持ちの「外国人登録証明書」か「特別
永住者証明書」または「在留カード」をご持参ください。

【転出・転居の際は】

「氏名」「生年月日」「性別」などに変更が生じた場合は、最寄りの
地方入国管理官署で変更の手続きをすることになります。ただし、「特
別永住者」の方は、今までどおり市民課窓口での手続きとなります。

【住所地以外の変更】

　新しい在留管理制度の導入により「外国人登録証明書」については、
「特別永住者」の方は「特別永住者証明書」に、それ以外の在留資格
の方は「在留カード」に切り替わりますが、次の期間は、現在お持ち
の「外国人登録証明書」をそれぞれ「特別永住者証明書」「在留カード」
とみなすことになりますので、引き続き所持してください。

【外国人登録証明書】

※「特別永住者証明書」への切替は市民課窓口で

【みなし特別永住者証明書の有効期間】
区　　　　　分 有効期間

16歳の誕生日まで

平成27年７月８日
　　　　　　　まで

次回確認（切替）申
請期間の始期とされ
た誕生日まで

次回確認（切替）申請期間が平成27年７月８日（施
行日から起算して３年を経過する日）までに到来
する人（施行時に既に到来している人も含む）
次回確認（切替）申請期間が平成27年
７月９日以降（施行日から起算して３年
を経過する日後）に到来する人

施行日（平成24年７月９日）に16歳に満たない人
施
行
日
に
16
歳
以
上
の
人

※「在留カード」への切替は地方入国管理官署で

【みなし在留カードの有効期間】

①永住者

②在留資格「特定活動」（特定研究活動
等により「５年」または「４年」の
在留期間を付与されている人に限る）

③上記①②以外の人

平成27年７月８日まで
（施行日から起算して３年を経過する日）
※施行日に16歳に満たない人にあっては、
施行日から３年を経過する日または16
歳の誕生日のいずれか早い日まで

在留期間満了の日または①に定める日の
いずれか早い日まで

在留期間満了の日まで
※施行日に16歳に満たない人にあっては、
在留期間満了の日または16歳の誕生日

　のいずれか早い日まで

区　　　分 有　効　期　間

　

来
年
４
月
、
全
面
人
工
芝
で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
水
林

球
場
の
愛
称
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
方
法　

ハ
ガ

　

キ
、 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

Ｅ
メ
ー
ル

締
め
切
り　

８
月

　

15
日
㈬

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー

　

ツ
課
（
西
目
町
沼
田
字
弁
天 

　

前
40―

61
）　

☎
32―

１
３
３

　
４
、  

Ｆ
Ａ
Ｘ
33―

２
２
０
２
、

　

E-m
ail

：sports@
city.yuri

　

honjo.akita.jp

日
時　

９
月
９
日
㈰　

小
雨
決
行

会
場　

道
の
駅
に
し
め

参
加
料　

中
学
生
以
下　
５
０
０

　
円
、
高
校
生
以
上　
２
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
22
日
㈬
ま
で
、
実
行
委
員

　

会
（
西
目
教
育
学
習
課
内
）　 

　

☎
33―

２
３
１
５

日
時　

９
月
２
日
㈰　
７
時
半
〜

会
場　

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
由

　

利
運
動
公
園

参
加
資
格　

各
町
内
ご
と
に
、
町

　

内
在
住
者
で
構
成
す
る
チ
ー
ム

参
加
料　

４
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
20
日
㈪
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ

　

課　

☎
32―

１
３
３
４

日
時　

８
月
11
日
㈯　

12
時
半
〜

　

受
け
付
け
（
相
続
セ
ミ
ナ
ー
：

　

13
時
〜
14
時
半
、
無
料
相
談

　

会
：
14
時
半
〜
16
時
半
）

会
場　

ア
ル
ヴ
ェ
多
目
的
ホ
ー
ル

　

 （
秋
田
市
）

相
談
内
容　

相
続
・
遺
言
な
ど（
予

　

約
不
要
）

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
司
法
書

　

士
会  

☎
０
１
８―

８
２
４―

　

０
１
８
７

日
時　

８
月
８
日
㈬　

13
時
半
〜

　

16
時
半

会
場　

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
（
４

　

階　

飛
翔
の
間
）

対
象　

社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の

　

求
職
者
（
平
成
25
年
３
月
卒
業

　

予
定
の
学
生
含
む
）、
採
用
計

　

画
の
あ
る
求
人
事
業
所

内
容　
各
コ
ー
ナ
ー
（
求
人
事
業

　
所
個
別
面
談
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

　
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
、
介
護
労
働

　
安
定
セ
ン
タ
ー
、
シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
資
格
取
得
、
フ

　
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
、

　
秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ

　
ン
タ
ー
就
職
相
談
）
で
の
面
談

問
い
合
わ
せ
先　

県
社
会
福
祉
協

　

議
会　

☎
０
１
８―

８
６
４―

　

２
８
８
０

市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）

日
時　

８
月
２
日
、
９
日
、
16
日

　

㈭　

13
時
15
分
〜
17
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

日
時　
８
月
26
日
㈰　

９
時
〜
正
午

会
場　

市
役
所
附
属
会
館
２
階
１

　

号
室

行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

８
月
８
日
㈬　

９
時
半
〜

　

11
時
半

会
場　

市
役
所
５
階
第
５
会
議
室

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

　

く
）
９
時
〜
16
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談（
要
予
約
）

日
時　

８
月
９
日
㈭　

９
時
半
〜

　

正
午

会
場　

市
役
所
５
階
第
５
会
議
室

内
容　

遺
言
・
相
続
・
金
銭
・
土

　

地
建
物
の
賃
貸
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
課
市
民
相
談
室　

☎
24―

　

６
２
５
１

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成24年８月１日号平成24年８月１日号平成24年８月１日号

　父母の離婚などで父または母と生計を同じくしてい
ない児童を育成する家庭（ひとり親家庭）の生活の安
定と自立の促進に寄与し、児童の福祉の増進を図るこ
とを目的として支給される手当です。
▷手当額…（平成24年４月１日現在）
　児童１人目の場合　　　　月額　41,430円～9,780円
　　　　　　　　　　　　　　　　（所得に応じた額）
　児童２人目の場合　　　　月額　5,000円加算
　児童３人目以降１人につき月額　3,000円加算
※受給者または同居している扶養義務者の所得が一定
　額以上ある場合、受給者または児童が公的年金を受
　けられる場合、児童が施設に入所している場合など
　は支給されません

　身体または精神に障がいのある児童（20歳未満）を
監護する父、もしくは母または父母に代わってその児
童を養育している方に支給される手当です。
▷手当額…（平成24年４月１日現在）
　障がいの程度が１級の場合　　児童１人につき
   　　　　　　月額　50,400円
　障がいの程度が２級の場合　　児童１人につき
   　　　　　　月額　33,570円
※受給者の所得が一定額以上ある場合、児童が公的年
　金を受けられる場合、児童が施設に入所している場
　合などは支給されません

　手当を受給するためには満たさなければいけない要
件があります。
　また、受給資格を喪失した場合には、直ちに届け出
が必要です。届け出が遅れると、さかのぼって手当を
返還していただくことになります。

　８月から現況届の受け付けが始まります。
　児童扶養手当、特別児童扶養手当の受給資格者は毎
年現況届を提出しなければなりません。現況届の対象
者には通知が届きますので期間内に必ず手続きをして
ください。提出がないと８月分以降の手当が支給され
ませんのでご注意ください。

児童扶養手当…市福祉事務所子育て支援課児童支援班
　　　　　　　 （☎24－6319）・各総合支所市民福祉課
特別児童扶養手当…市福祉事務所福祉支援課福祉班（☎
　　　　　　　24－6314）・各総合支所市民福祉課



　

ふ
る
さ
と
の
史
跡
を
学
び
な
が

ら
東
光
山
（
標
高
５
９
２
・
６

メ
ー
ト
ル
）
に
登
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

９
月
１
日
㈯　

９
時
20
分

　

〜
開
会
式

集
合
場
所　

東
光
館
（
赤
田
大
仏

　

前
）

※

８
時
半
に
市
役
所
正
面
玄
関
か

　

ら
バ
ス
が
出
ま
す

持
ち
物　

昼
食
、
登
山
の
服
装

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
23
日
㈭
ま
で
、
北
内
越
公

　

民
館　

☎
22―

０
３
１
９

日
時　

８
月
14
日
㈫　

11
時
〜

会
場　

道
の
駅
に
し
め  

イ
ベ
ン

　

ト
広
場

内
容　

な
ま
は
げ
太
鼓
、
ち
ん
ど

　

ん
屋
、ヤ
ー
ト
セ
、ベ
ン
チ
ャ
ー

　

ズ
バ
ン
ド
演
奏
、
太
郎
次
郎
一

　

門
伝
統
芸
能
猿
ま
わ
し
、
各
種

　

民
謡
全
国
大
会
優
勝
者
一
座

　

シ
ョ
ー
、
西
目
音
頭
の
輪
踊
り
、

　

抽
選
会
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

道
の
駅
に
し
め  

　

☎
33―

４
２
６
０

　

日
本
ロ
ケ
ッ
ト
発
祥
の
地
「
由

利
本
荘
市
道
川
」
か
ら
、
小
惑
星

探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
帰
還
ま
で

の
軌
跡
と
日
本
の
宇
宙
科
学
の
歴

史
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

８
月
５
日
㈰
〜
19
日
㈰

　

９
時
〜
20
時

※

土
・
日
は
18
時
ま
で
、
14
日
㈫

　

休
館
日

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

郷
土
資
料
室

内
容　
写
真
パ
ネ
ル
、
ロ
ケ
ッ
ト

　
な
ど
の
模
型
展
示
、 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課  

　

☎
32―

１
３
３
２

日
時　

８
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

　

10
時
〜
10
時
半

※

両
日
の
内
容
は
同
じ

会
場　

カ
ダ
ー
レ
３
階　

自
然
科

　

学
学
習
室
２

定
員　

各
日
80
人

内
容　

夏
の
大
三
角
と
い
て
座

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
10
日
㈮
ま
で
、
市
理
科

　

教
育
セ
ン
タ
ー　

☎
22―

３

　

１
６
６

日
時　

８
月
12
日
㈰　

19
時
〜
21

　

時
（
曇
天
、
雨
天
時
は
中
止
）

会
場　

コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド
（
南
由

　

利
原
キ
ャ
ン
プ
場
）

内
容　

夏
の
星
座
と
ペ
ル
セ
ウ
ス

　

座
流
星
群

申
し
込
み　

当
日
（
会
場
に
て
）

※

小
学
生
と
幼
児
は
保
護
者
同
伴

問
い
合
わ
せ
先　

コ
ス
モ
ワ
ー
ル

　

ド　

☎
53―

２
０
０
８

日
時　
８
月
12
日
㈰　

10
時
〜
正
午

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

和
室

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は
ヨ

　

ガ
マ
ッ
ト
（
動
き
や
す
い
服
装

　

で
）　※

料
金
無
料

問
い
合
わ
せ
先　

佐
藤
さ
ん　

☎

　

23―

７
４
０
８
、
生
涯
学
習
課 

　

☎
32―

１
３
３
２

日
時　

８
月
９
日
㈭
・
23
日
㈭　

　

13
時
半
〜
16
時
半

※

遅
刻
早
退
か
ま
い
ま
せ
ん

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

和
室

対
象　

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
人
間

　

関
係
で
足
踏
み
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ
先　

三
浦
さ
ん　

☎

　

23―

２
１
９
２
、
福
祉
支
援
課

　

☎
24―

６
３
１
５

日
時　

８
月
21
日
㈫　

10
時
半
〜

　

13
時

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

調
理
室

テ
ー
マ　

ピ
ザ
、
じ
ゃ
が
い
も
の

　

冷
製
ス
ー
プ

対
象　

小
学
校
３
年
生
〜
中
学
３

　

年
生
と
そ
の
保
護
者

定
員　

10
組
20
名
（
先
着
順
）

参
加
費　

親
子
ペ
ア
で
２
５
０
０

　

円
（
ペ
ア
の
み
受
付
。
子
２
人

　

と
親
1
人
は
不
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
お
こ
し
課　

☎
24―

６
２

　

６
６
、
ゆ
り
ぷ
ら
ざ
店
頭

YurihonjoYurihonjo citycity publicpublic RelationsRelations.  20122012Yurihonjo city public Relations.  2012

◎個人事業税（１期）の納期限は８月31日です
　忘れずに最寄りの金融機関で納めましょう。口座
振替をしている方は、預金残高の確認をお願いしま
す。

◎個人事業税も口座振替をご利用ください
　公共料金の支払いと同じように、個人事業税も口
座振替にしませんか。金融機関へお出かけになる手
間が省け、安全・確実です。県内の銀行、信用金庫、
労働金庫、信用組合、農協などに預金口座があれば、
どなたでも利用できます。秋田銀行および北都銀行
は、県外の支店でも可能です。（ゆうちょ銀行は利
用できません）
　平成24年９月30日までにお申し込みされますと、
平成24年度２期分から個人事業税の口座振替がで
きます。

問い合わせ先　県総合県税事務所　納税部収納管理
　課　☎018－860－3331、由利支所　☎23－4105

日本ロケット発祥記念の碑
（道川海岸）

日
時　

８
月
11
日
㈯　

11
時
〜

会
場　

南
由
利
原
青
少
年
旅
行
村

内
容　

秋
田
由
利
牛
フ
ェ
ア
（
11

　

時
〜
）、
唄
と
踊
り
の
祭
典

　
（
17
時
〜
）、
八
代
亜
紀
オ
ン
ス

　

テ
ー
ジ
（
18
時
半
〜
）、
高
原

　

花
火
大
会
（
20
時
〜
）

※

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
乗
り
合
い
で
の
ご
来
場
に

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

※

雨
天
の
場
合
は
「
八
代
亜
紀
オ

　

ン
ス
テ
ー
ジ
」
を
総
合
体
育
館

　

 （
道
の
駅
お
お
う
ち
隣
）
で
開

　

催
、
花
火
は
翌
12
日
に
順
延
し

　

青
少
年
旅
行
村
で
開
催
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会
由

　

利
支
部
（
由
利
総
合
支
所
産
業

　

課
内
）　

☎
53―

２
１
１
１

日
時　

９
月
１
日
㈯　

17
時
開
場

　

17
時
半
開
演

会
場　

カ
ダ
ー
レ  

大
ホ
ー
ル

入
場
料　

大
人
：Ｓ
席
８
千
円
、

　

Ａ
席
６
千
円
、 

Ｂ
席
３
千
円

　

中
学
生
以
下
：Ｓ
席
４
千
円
、

　

Ａ
席
・Ｂ
席
３
千
円

※

３
歳
以
上
有
料
、
３
歳
未
満
入

　

場
不
可

電
話
予
約　

劇
団
四
季
予
約
セ
ン

　

タ
ー  

☎
０
１
２
０―

４
８
９

　

４
４
４
（
10
時
〜
18
時
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

　

http://489444.com

問
い
合
わ
せ
先　

カ
ダ
ー
レ
管
理

　

課　

☎
22―

２
５
０
０

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成24年８月１日号平成24年８月１日号平成24年８月１日号

【
日
帰
り
夏
休
み
体
験
ツ
ア
ー
】

日
時　

８
月
７
日
㈫　

羽
後
本
荘

　

駅
10
時
半
集
合

体
験
内
容　

座
禅
体
験
・
法
話
聴

　

講
（
鳥
海
山
国
際
禅
堂
）、
郷

　

内
水
力
発
電
所
見
学
、
矢
島
駅

　

鉄
道
車
庫
見
学

料
金　

大
人
３
千
円　

子
ど
も
２

　

千
円

申
込
期
限　

８
月
３
日
㈮

【
絵
画
＆
お
絵
か
き
コ
ン
ク
ー
ル
】

テ
ー
マ　

お
ば
こ
号
の
風
景
（
お

　

ば
こ
号
の
車
両
・
駅
舎
・
車
内

　

の
風
景
）

応
募
資
格　

幼
児
、
小
学
生
お
よ

　

び
中
学
生

応
募
締
め
切
り　

９
月
10
日
㈪　

　
必
着

表
彰　

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
佳

　

作
（
賞
状
お
よ
び
副
賞
）
を
授

　

与

※

全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す

【
か
か
し
列
車
】

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
か
か
し
を
募
集
し

展
示
し
ま
す
。

テ
ー
マ　

自
由

募
集
期
間　
９
月
１
日
㈯
〜
21
日
㈮

設
置
期
間　

９
月
22
日
㈯
〜
10
月

　

８
日
㈪
（
人
気
投
票
に
よ
る
表

　

彰
な
ど
も
あ
り
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

由
利
高
原
鉄
道　

☎
56―

２
７

　

３
６

内
容
・
定
員
・
日
程

【
第
二
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験

（
下
期
）
準
備
講
習
】

　

入
門
編
（
定
員
20
人
）
９
月
４

　

日
㈫
・
５
日
㈬

　

基
礎
編
（
定
員
20
人
）
９
月
11

　

日
㈫
〜
14
日
㈮

　

実
践
編
（
定
員
20
人
）
９
月
25

　

日
㈫
・
26
日
㈬

【
第
一
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験

準
備
講
習
】

　

基
礎
編
（
定
員
20
人
）
９
月
18

　

日
㈫
〜
21
日
㈮

　

実
践
編
（
定
員
20
人
）
９
月
27

　

日
㈭
・
28
日
㈮

【
ワ
ー
ド
に
よ
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
・

案
内
状
作
成
講
習
】
定
員
10
人  

　

９
月
24
日
㈪
・
25
日
㈫

【
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
資
格
試

験
準
備
講
習
】
定
員
10
人  
９
月

　

24
日
㈪
・
25
日
㈫

時
間　

９
時
〜
17
時

会
場　

大
曲
技
術
専
門
校

受
講
資
格　

現
在
お
勤
め
し
て
い

　

る
方
（
受
講
無
料
・
テ
キ
ス
ト

　

代
自
己
負
担
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

大
曲
技
術
専
門
校 

民
間
訓
練

　

支
援
室　

☎
０
１
８
７―

６
２

　

―

６
３
２
１

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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•桑ノ木台湿原シャトルバスの運行を、10月
　14日㈰まで延長します。
•湿原までの歩道補修などのため、８月の運行
　は休止します。
　
 【今後の運行予定】
•８月の運行は休止
•９月１日㈯から10月14日㈰までの土・日・
　祝日に運行
　 （運行時間：午前10時、午後１時）
　
※９月23日㈰は鳥海高原マラソン大会開催の
　ため、シャトルバスの運行は
　休止します
　
問い合わせ先  
　観光文化振興課  
　　　　☎24－6349

問
い
合
わ
せ
先

市
観
光
協
会
由

先



　：中央公民館　☎22－0900　　：カダーレ　☎22－2500　　：アクアパル　☎22－5611カ ア中

中央図書館

４日㈯

11日㈯

テーマ「秋田　ふるさとの文学」
　出演：本荘高校放送部

(中)大人のための朗読会（お話室）
　　　　　　午前10時～11時

夏休み特集　へんしんカードを作ろう！
　出演：ひだまり

(矢)よみきかせ会
　　　　　　午前10時～11時

絵本作家本人による読み聞かせとライブペイント
　講師：よしながこうたく

(中)給食番長 in カダーレ
　　　　午前10時～11時30分

編集者による講話など
　講師：戸田涼平さん（講談社）

(中)編集者は見た！「絵本づくりの裏側」
　　午前10時30分～11時30分

夏休み特集　へんしんカードを作ろう！
　出演：ひだまり

(由)読み聞かせ会
　　　　　　 午後２時～３時

絵本の読み聞かせほか
　出演：おはなしたんぽぽの会

(中)おはなし劇場（お話室）
　　　　　　　　午後２時～

古典講話「建礼門院右京太夫集」－日記的歌集－
　講師：鈴木タキさん

(中)「本荘お母さん読書会」共催読書会
  （研修室1・2）　　午後１時～３時30分

絵本の読み聞かせほか
　出演：すずめの巣

(大)おはなしのへや
　　　  午前10時30分～11時

外国語による読み聞かせ(中)ヨミキカセ・ワールドワイド（お話室）
　　　　　　　　午後２時～

20日㈪

【一般】ゾッとする夏〈怪談〉　  【Ｕ－20】がんばれ ニッポン！
【児童】私たち、こんな本でした　  

25日㈯

岩城図書館 作家「村上春樹」特集　　テーマ企画「オリンピック特集」
今月の絵本「バーバパパのえほん」

由利図書館 【一般】今野敏　　【児童】夏休み特集（自由研究・読書感想
文）　　【絵本】夏におすすめの絵本

夏休み特集（7/26～ 8/26）

※

催
し
物
の
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
各
施
設
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い

SASAKI

２
人
展
〔
絵
・
書
〕（
〜
27
日
）　

10
時
〜
18
時

全
日
本
女
子
ユ
ー
ス
フ
ッ
ト
サ
ル
県
予
選　

８
時
〜
21
時

カ総

平
成
24
年
度
市
戦
没
者
追
悼
式
・

　
　
　
　
　
　

  

戦
没
者
遺
族
地
方
大
会  

10
時
〜
15
時
カ

浪
華
流
由
利
の
会
舞
踊
発
表
会　

10
時
〜
15
時　

入
場
料
あ
り

市
婦
人
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
会
場
：
尾
崎
小
体
育
館
）　

９
時
〜

ア
ク
ア
パ
ル
カ
ヌ
ー
教
室　

13
時
〜
16
時　

参
加
料
あ
り

M
id Sum

m
er N
idhts　

18
時
半
〜　

入
場
料
あ
り

秋
田
県
女
子
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ　

８
時
〜
21
時

カ中アア総

休
館
日

カ

休
館
日

総

（中）＝中央図書館、（岩）＝岩城図書館、（大）＝出羽伝承館、（由）＝由利図書館、（矢）＝矢島図書室
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手づくり絵本展巡回展示　期間：～８月19日㈰（休館日はお休み）　会場：出羽伝承館
出羽伝承館

開始式　８月16日㈭　17時～（カダ－レ）
競技会場　 【成年男子・成年女子】市ソフト
　ボール場、【少年男子】由利運動公園ソフ
　トボール場、【少年女子】矢島多目的広場
競技開始（各会場とも同時刻開始予定）
 〔予選リーグ〕
８月17日㈮
　第１試合：９時～、第２試合：11時～、
　第３試合：13時～、第４試合：15時～
８月18日㈯
　第５試合：９時～、第６試合：11時～
 〔決勝トーナメント〕
８月18日㈯
　準決勝第１試合：13時～、
　準決勝第２試合：15時～
８月19日㈰
　決勝：９時30分～　　

開始式　８月18日㈯　８時20分～（県総合
　射撃場）
種   目　成年男子（ライフル、エアライフル、
　エアピストル）、成年女子（ライフル、エ
　アピストル）、少年男子（ビームライフル、
　ビームピストル）、少年女子（エアライフル、
　ビームライフル、ビームピストル）
競技開始　８月18日㈯　９時～、19日㈰　９時～

　
開始式　８月19日㈰　９時～（総合体育館）
種　目　少年男子（競技開始　10時～）

日時　８月18日㈯　10時~11時30分
場所　研修室１・２
定員　親子20組（先着順）
申し込み先　中央図書館（☎22－4900）

　結婚サポーターは、県に登録し市
やあきた結婚支援センターと協力し
て活動する結婚支援ボランティアで
す。独身の方を応援してくださる方、
ぜひご応募ください。

【サポーターができること】
•結婚に関する相談やお引き合わせ、
　紹介活動結婚支援センターのイベ
　ント、事業のＰＲ活動など
【登録方法】
•市を通じて県に応募し、あきた結
　婚支援センターの研修（市役所で
　２時間程度）を受講。研修終了後、
　お名前と市町村名を公表し活動し
　ていただきます。
【申し込み方法】
•応募用紙は地域おこし課にあり
　ますのでご連絡ください。

問い合わせ先
    地域おこし課　☎24－6231

　

江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
た

伝
統
の
獅
子
舞
や
番
楽
の
競
演
を

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
16
演
目
を
上

演
予
定
で
す
。

日
時　

８
月
16
日
㈭　

17
時
半
〜

　

21
時
半

会
場　

鳥
海
健
康
広
場
特
設
ス

　

テ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
海
教
育
学
習

　

課　

☎
57―

２
８
８
１

日
時　

８
月
19
日
㈰　

13
時
半
〜

　

16
時

会
場　
本
荘
第
一
病
院
８
階
ホ
ー
ル

内
容　

講
演
会
「
不
登
校
へ
の
支

　

援
」、
個
別
相
談
（
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

岩
谷
小
学
校  

　

小
島
さ
ん　

☎
65―

２
２
２
０

【
夏
休
み
貝
殻
細
工
教
室
】

日
時　

８
月
５
日
㈰

 〈
１
回
目
〉
９
時
〜
正
午

 〈
２
回
目
〉
13
時
〜
16
時

内
容　

貝
殻
や
木
の
実
を
使
っ
た

　

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
薄
板
材
を

　

使
っ
た
マ
ッ
ト
や
コ
ー
ス
タ
ー

　

作
り

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
３
年

　

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

各
回
と
も
50
人

参
加
料　

３
０
０
円
（
材
料
代
）

持
ち
物　

は
さ
み
、
和
紙
や
包
装

　

紙
な
ど

申
込
期
限　

８
月
４
日
㈯

【
夏
休
み
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
体
験
】

「
子
吉
川
の
生
き
も
の
を
調
べ
て

み
よ
う
！
」

日
時　

８
月
８
日
㈬　

８
時
20
分

　

〜
14
時
（
予
備
日　

９
日
）

会
場　

ア
ク
ア
パ
ル
集
合
、
子
吉

　

川
と
西
目
川
２
ヶ
所
で
生
き
も

　

の
の
観
察

対
象　

小
学
生
（
３
年
生
以
下
は

　

保
護
者
同
伴
）

定
員　

30
人

【
カ
ヌ
ー
教
室
】

日
時　

８
月
26
日
㈰　

13
時
〜
16

　

時
会
場　

子
吉
川
（
ア
ク
ア
パ
ル
集

　

合
）

対
象　

小
学
３
年
生
以
上
（
小
学

　

生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
５
０
０
円
（
保
険
料
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
着
替
え

申
込
期
限　

８
月
24
日
㈮

【M
id S

um
m
er N

ig
hts 

D
ream

 A
t 

ア
ク
ア
パ
ル
】

日
時　

８
月
26
日
㈰　

18
時
開
場  

　

18
時
半
開
演

会
場　

ア
ク
ア
パ
ル

出
演　
鈴
木
憲
彦
氏（
田
町
出
身
）

　

ほ
か

入
場
券　

一
般
前
売
り
２
５
０
０

　

円
（
当
日
３
千
円
、
ア
ク
ア
パ

　

ル
文
化
振
興
協
会
員
は
２
千

　

円
）、
学
生
前
売
り
１
５
０
０

　

円
（
当
日
２
千
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
ア
ク
ア
パ
ル　

☎
22―

５
６
１
１

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成2平成24年８月１日号月１日号平成24年８月１日号

子
吉
川
レ
ガ
ッ
タ
代
表
者
会
議　

18
時
〜
19
時

ア

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
体
験
活
動
〔
水
生
生
物
観
察
会
〕　

８
時
20
分
〜
14
時
ア

剣
道
昇
段
審
査
会　

８
時
〜
18
時

総

カ
ダ
ー
レ
ピ
ア
ノ
リ
レ
ー
（
〜
12
日
）　

13
時
〜
16
時
半
（
12
日　

10
時
か
ら
）
カ

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル　

第
54
回
秋
田
県
大
会

　
〔
大
学
、
職
場
・
一
般
の
部
〕　

正
午
〜
17
時　

入
場
料
あ
り

夏
休
み
貝
殻
細
工
教
室　

９
時
〜
正
午
、
13
時
〜
16
時　

参
加
料
あ
り

ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」　

９
時
〜
15
時
アア カ

第
８
回
市
交
通
安
全
市
民
大
会　

13
時
半
〜
14
時
半

２
０
１
２
年
国
際
児
童
絵
画
交
流
展
（
〜
２
日
）　

９
時
〜
19
時
カカ

　カダーレの大ホールでフルコンサートピ
アノ「スタインウェイ」「ヤマハＣＦＸ」
を弾いてみませんか？
　気分はまさにプチ・アーティスト！

日時　８月11日㈯　13時~16時半
　　　８月12日㈰　10時~16時半
会場　カダーレ大ホール
参加費　１組500円（30分間）
受付開始　８月１日㈬　９時から
申し込み・問い合わせ先
　カダーレ管理課　☎22－2500

第
39
回
東
北
総
体
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
開
会
式　

17
時
〜
18
時
半
カ

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」　

10
時
〜
正
午

中

休
館
日

カ

休
館
日

総

第
29
回
本
荘
追
分
全
国
大
会　

９
時
半
〜
18
時

第
39
回
東
北
総
体
銃
剣
道
競
技　

８
時
半
〜
15
時

カ総

　　：市総合体育館　☎62－0500　　：シーガル　☎33－2315総 シ
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６月１日㈮

２日㈯

３日㈰

４日㈪

５日㈫

６日㈬

７日㈭

８日㈮

10日㈰

11日㈪

12日㈫
13日㈬

14日㈭

由利本荘市人事異動辞令交付式
市議会定例会本会議（一般質問）
矢島地域敬老会
西目ふるさと交流センター「かしわ温泉」入湯者
100万人達成記念イベント
新沢町内会大運動会
小友地区敬老会
北内越地区敬老会
佐藤政吉胸像・牧野組合創立記念碑合同例祭
本荘南ロータリークラブよりトランシーバー寄贈贈呈式
災害時における応急医療救護活動に関する協定締結式
全国市長会　地方税財政等分科会（東京都）
全国市長会　市長フォーラム（東京都）
日ロ沿岸市長会総会（東京都）
全国市長会議（東京都）
全国市長会　社会文教委員会（東京都）
国体東北ブロック大会兼東北総体由利本荘市実行委
員会設立総会・第１回総会
東由利地域協議会・懇親会
由利高原鉄道㈱取締役会
市交通安全対策会議
市土地改良区連絡協議会総会・情報交換会
市水防訓練開会式
五役・総合支所長会議
由利地域振興推進会議・懇親会
市内視察（水林球場ほか）
市議会定例会本会議（閉会）
市役所本庁舎避難訓練
岩手県災害廃棄物受入れに係る南内越地区・小友地
区連絡協議会設立総会

15日㈮

18日㈪
19日㈫
20日㈬

21日㈭

22日㈮

24日㈰

25日㈪

26日㈫

27日㈬

28日㈭

29日㈮

内越保育園新園舎完成竣工式
大内地域協議会
五役・部長会議
由利地域敬老会
遠藤章博士歓迎懇談会
市雇用創造協議会総会
石脇財産区議会定例会
鳥海山600歳野球フェスティバル開会式
鈴木貞一氏・須藤紘之氏の受章を祝う会
中田代協議会（朴沢・的場・板井沢）・新田町内会
合同市政懇談会
台湾旅行エージェントとの東北横断国際観光ルート
開発事業商談会交流懇親会
日沿道建設促進秋田県南部期成同盟会等総会
同同盟会等合同整備促進大会
由利高原鉄道㈱株主総会
秋田しんせい農業協同組合総代会
国道107号整備促進期成同盟会・秋田県国道108号鳥
海ライン整備促進期成同盟会合同総会
市生涯学習推進本部会議
ＴＤＫ硬式野球部　都市対抗野球大会出場壮行激励
会（にかほ市）
東部地区連絡協議会総会懇親会

支出額件　　　数
合　計 113,750５　　　件

支出日 支出額支　　出　　内　　容

６月８日　

11日　

12日　

合　計

10,000

10,000

10,000

30,000

県立大学との情報交換会懇親会会費
（両副市長　5,000円×２人）
由利地域振興推進会議懇親会会費
（両副市長　5,000円×２人）
台湾旅行エージェントとの東北横断国際観光
ルート開発事業商談会交流懇親会会費
（両副市長　5,000円×２人）

３　　　件

支出日 支出額支　　出　　内　　容

６月１日　

３日　

７日　

８日　

９日　

10日　

11日　

13日　

15日　

16日　

17日　

19日　
20日　

10,000

2,516
3,380

3,360

3,000
5,000
9,450
3,380

3,000

3,400

3,360

30,000
5,000
10,000

5,000

5,000

6,000

5,930

3,360

3,465
30,723

本荘高校同窓会秋田支部総会へ寸志
（　石川副市長）
小友地区敬老会へ御祝い
北内越地区敬老会へ御祝い
佐藤政吉胸像・牧野組合創立記念碑合同例祭
直会へ寸志
東由利地域協議会懇親会会費
市土地改良区連絡協議会情報交換会へ寸志
ユタ大学教授（２名）表敬訪問時特産品お土産
本荘矢島会総会懇親会へ寸志（　矢島支所長）
由利高等学校同窓会・ゆりの会懇親会会費
（　藤原副市長）
石沢地区敬老会へ御祝い（　石川副市長）
前郷駅愛好会総会懇親会へ寸志
（　由利支所長）
日本母親大会・秋田県母親大会へ協力金
由利地域振興推進会議懇親会会費
2012年原水爆禁止国民平和大行進へ協力金
内越保育園新園舎完成竣工祝賀会会費
（　市民福祉部長）
羽後信用金庫総代会懇親会へ寸志
（　石川副市長）
県ワイン協議会総会懇親会会費
（　藤原副市長）
韓国ホドトレッキングツアー（第１団）歓迎
交流懇親会へ寸志（　商工観光部長）
由利仲八郎政春墓前祭直会へ寸志
（　由利支所長）
遠藤章博士来市時特産品お土産
遠藤章博士歓迎懇談会賄い

22日　

24日　

25日　

27日　

29日　

30日　

合　計

6,000

5,000

37,656

3,380

5,070

5,000

22,995

5,070

3,386

5,000

3,380

10,000

24,740

10,185
301,186

鈴木貞一氏・須藤紘之氏の受章を祝う会会費
石沢地区町内会長協議会行政懇談会へ寸志
（　石川副市長）
由利本荘ふるさと会連合会の集いへ寸志
（　石川副市長）
明るい社会づくり運動由利本荘地区協議会総
会懇親会へ寸志（　藤原副市長）
中田代協議会（朴沢・的場・板井沢）・新田
町内会合同市政懇談会懇親会へ寸志
台湾旅行エージェントとの東北横断国際観光
ルート開発事業商談会交流懇親会会費
同商談会交流懇親会時特産品お土産
本荘由利税務関係団体協議会総会懇親会へ寸
志（　藤原副市長）
県市町村職員年金者連盟由利本荘支部総会懇
親会へ寸志（　石川副市長）
西目高等学校同窓会祝賀会へ寸志
（　石川副市長）
東部地区連絡協議会総会懇親会へ寸志
華道家元池坊由利本荘支部創立70周年記念
花展祝賀会へ御祝い（　教育長）
韓国ホドトレッキングツアー（第２団）歓迎
交流懇親会賄い（　商工観光部長）
同歓迎交流懇親会時特産品お土産

35　　　件

代

代

代

代

代

代

代

代

代

代

代
代

代

代

代

代

代

代

国際教養大、米国提携５大学が表敬訪問（26日）
地域活性化や観光振興に向け「大学の世界展開力強化事業」をスタート
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【持ち物】母子健康手帳・アンケート票・バスタオル　　★お住まいの地域で受診してください
※３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください
※本荘地域と西目地域の７カ月児健診は、個別健診となります
※当日受診できない場合や不明な点は当該地域の保健センターまたは市民福祉課へご相談ください

実施日 対象地域 事　業　名 対　　　象　　　者 受付時間 実施場所

１日㈬

７日㈫
９日㈭
20日㈪
21日㈫
22日㈬

28日㈫

31日㈮

本荘・西目
岩城・大内
矢島・鳥海
由利・東由利
岩城・大内
本荘・西目
本荘・西目
本荘・西目
本荘・西目
由利・東由利

矢島・鳥海

１歳６カ月児健診
４・７・10カ月児健診
３歳児健診
２歳児歯科健診
１歳６カ月児健診
２歳児歯科健診
10カ月児健診
３歳児健診
４カ月児健診
４・７・10カ月児健診

４・７・10カ月児健診

Ｈ23年１月生まれ
Ｈ23年９月・12月、24年３月生まれ
Ｈ21年１月～３月生まれ
Ｈ22年１月～３月生まれ
Ｈ22年11月～23年１月生まれ
Ｈ22年５月生まれ
Ｈ23年10月生まれ
Ｈ21年２月生まれ
Ｈ24年４月生まれ
Ｈ23年10月、24年１月・４月生まれ
Ｈ23年９月・10月・12月、24年１月・
３月・４月生まれ

13：00～13：30
13：00～13：15
13：00～13：15
13：00～13：15
13：00～13：15
13：00～13：30
13：00～13：30
13：00～13：30
13：00～13：30
13：00～13：15

13：00～13：15

本荘保健センター
岩城保健センター
矢島保健センター
由利福祉保健センター
岩城保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター
由利福祉保健センター

矢島保健センター

※成分献血は１時間ほどかかります。事前に予約をお願いします
※問い合わせは、保健センターまたは市民福祉課へお願いします

日 実　施　場　所受付時間 備　 考

１日㈬

７日㈫

20日㈪

24日㈮

清水の里鳥海郷
ＪＡ秋田しんせい鳥海支店
鳥海総合支所
ＪＡ秋田しんせい本店
小林工業㈱
岩城会館
大内保健センター
ハーブワールドＡＫＩＴＡ

10：30～11：30
13：00～14：00
14：30～16：00
　9：30～11：30
15：00～16：30
10：00～12：00
13：30～16：30
14：30～16：00

全血献血

全血献血

成分献血

全血献血

▷問い合わせ先…本荘由利広域休日
　応急診療所（☎24－3917）、平日
　は本荘保健センター（☎22－1834）

【持ち物】保険証、お薬手帳
※当番医師は変更になる場合もあります

日 医　師　名
５日㈰
12日㈰
19日㈰
26日㈰

木　村　　　元
谷　合　久　憲
小　松　徳　彌
嵯　峨　泰　治

日時・内容　８月22日㈬
　●健康相談・血圧測定
　　午前９時30分～10時
　●温泉でできる健康づくり
　　10時～11時
会場　鶴舞温泉中広間
問い合わせ先（申し込み不要）
　本荘保健センター☎22－1834

＊詳しくは、当該地域の保健センターまたは市民福祉課へお問い合わせください
＊お住まいの地域に限らず、市民の方はどこの会場でも検診を受けることができます

検　　診　　名 実施地域 実　　　施　　　日
胃がん検診

乳がん・子宮がん検診

骨粗しょう症検診

本 荘
東 由 利

本 荘

本 荘

7月30日㈪～ 8月6日㈪　※土日除く
22日㈬
24日㈮、27日㈪、31日㈮、９月３日㈪

23日㈭

※事前申し込みが必要です
　申し込み期間はすでに終了しています
　が、若干の空きがあります。ご希望の
　方は本荘保健センター（☎22－1834）
　までお早めにご連絡ください

　市の定期予防接種は、６月でポ
リオ生ワクチンを終了し、９月か
ら不活化ポリオワクチンを導入す
る予定です。
　不活化ポリオワクチンを１回で
も接種している方は、本荘保健セ
ンターにお知らせください。

【お知らせいただく内容】
　接種した子どもの名前、生年月
日、接種日、接種した医療機関

　本荘保健センター
　☎22－1834　FAX　24－0481

防接種は ６月 ポ 【お知らせ ただく



佐藤　りのちゃん（信靖さん）石脇

佐藤　龍人ちゃん（義人さん）薬師堂

手嶋　海斗ちゃん（　等　さん）三条

佐々木優凛ちゃん（忠平さん）石脇

天立　虎辿ちゃん（宗毅さん）石脇

佐々木未来ちゃん（　亘　さん）大鍬町

宮塚　太地ちゃん（洸気さん）石脇

佐藤　さきちゃん（聡紀さん）薬師堂

土田　海翔ちゃん（順一さん）石脇

佐々木悠聖ちゃん（　豊　さん）薬師堂

齋藤　　円ちゃん（　敬　さん）東町

阿部　笑里ちゃん（　優　さん）川口

茂谷　優花ちゃん（龍太さん）石脇

伊藤　紗蘭ちゃん（大嗣さん）薬師堂

渡部　太晴ちゃん（正喜さん）松ヶ崎

三浦　妃咲ちゃん（克仁さん）矢島町荒沢

三浦　奏嗣ちゃん（龍平さん）矢島町七日町 

豊島　　陸ちゃん（　光　さん）矢島町元町

大久保　咲ちゃん（　司　さん）新上条 

熊谷　心葉ちゃん（　薫　さん）西沢 

りゅうと

かい　と

ゆう　り

　こ　てん

　み　らい

たい　ち

かい　と

ゆうせい

　　まどか

えみ　り

ゆう　か

　さ　ら

たいせい

　ひ　さき

そう　し

　　りく

　　さき

ここ　は
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◆
ゴ
ミ
の
仕
分
け
担
当
の
私
は

量
が
な
か
な
か
た
ま
ら
な
い
ゴ

ミ
（
色
の
つ
い
た
ビ
ン
や
ガ
ス

抜
き
缶
）
に
少
し
面
倒
だ
な
ぁ

と
思
う
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
袴
田
さ
ん
の
「
は
が
し

や
す
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ラ
ベ
ル
」

は
楽
し
く
作
業
が
で
き
そ
う
で

す
ね
。（
石
綿
さ
ん
・
50
代
・

東
由
利
地
域
）

◆
今
年
か
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の

野
菜
作
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

１
番
簡
単
と
い
う
ミ
ニ
ト
マ
ト
。

黄
色
の
花
が
実
に
な
り
、
コ
ロ

コ
ロ
と
実
っ
た
時
に
は
感
動
し

ま
し
た
。

（
佐
々
木
さ
ん
・
60
代
・　

本
荘
地
域
）

◆
由
利
本
荘
に
住
み
始
め
て
10

年
。
他
地
域
か
ら
来
た
者
と
し

て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
は

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

◆
秋
田
市
か
ら
移
り
住
ん
で
ま

も
な
く
、
高
山
食
品
の
イ
カ
を

購
入
し
ま
し
た
。
ぬ
か
特
有
の

臭
み
も
な
く
、
甘
く
て
身
が
厚

く
て
プ
リ
プ
リ
美
味
し
か
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

（
荻
原
さ
ん
・
矢
島
地
域
）

◆
私
は
よ
く
高
山
食
品
の
サ

バ
・
サ
ン
マ
を
買
い
ま
す
。
塩

加
減
が
よ
く
、
弁
当
に
最
適
で

し
た
。（
田
口
さ
ん
・
60
代
・

岩
城
地
域
）

い
ま
す
。
自
分
た
ち
に
は
当
た

り
前
で
も
、
外
か
ら
見
た
ら
素

晴
ら
し
い
地
域
の
特
産
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
と
思
う
の
で
、
地
域

の
方
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
、

他
地
域
の
人
に
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
今
村
さ
ん
・
40
代
・　
　

本
荘
地
域
）

◆
近
く
に
娘
が
引
っ
越
し
て
き

て
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

主
人
を
元
気
づ
け
る
た
め
に

「
ボ
ケ
防
止
、
孫
か
り
て
来
て
、

じ
じ
元
気
」。
こ
ん
な
句
を
自

分
な
り
に
作
っ
て
い
ま
す
。

（
田
中
さ
ん
・
60
代
・　
　

本
荘
地
域
）

◆
高
山
食
品
さ
ん
の
ぬ
か
漬
け

は
知
人
か
ら
、
美
味
し
い
か
ら

食
べ
て
み
て
！
と
い
た
だ
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
イ
カ
は
１

番
人
気
だ
け
あ
り
、
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

（
齊
藤
さ
ん
・
40
代
・　
　

由
利
地
域
）

………………………………  

広
報
課
よ
り

　

お
出
掛
け
す
る
機
会
が
増

え
ま
す
ね
。
市
内
の
交
通
量

も
多
く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、

交
通
安
全
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

　

夏
の
出
来
事
、
思
い
出
な

ど
、
お
た
よ
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

那須春彌さん（旧岩城町功労者・岩城亀田大
町）７月８日永眠されました。昭和８年から
39年間教鞭をとられ、亀田中学校長などを歴
任。旧岩城町社会教育指導員、福祉活動専門
員、歴史民俗資料館長を務められ、学校・社
会教育、地域の歴史保存継承に尽力されまし
た。昭和60年旧岩城町文化功労者顕彰、平成
13年勲五等瑞宝章。99歳。

大場　愼二さん
（大鍬町・68歳）

栗林　　博さん
（本田仲町・59歳）

熊谷喜久雄さん
（北裏地・77歳）

村上　福生さん
（藤崎・90歳）

渡邊　　登さん
（浜ノ町・72歳）

岡本　勇一さん
（西梵天・80歳）

　

本
荘
公
園
第
三
駐
車
場
ト
イ
レ
（
尾
崎
小
学
校
側
）
に
、

ご
み
が
散
乱
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
ガ
ラ
ス
の
破
片
や

弁
当
の
ゴ
ミ
な
ど
外
部
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
利
用
す
る
ト
イ
レ
で
す
。
気
持
ち
よ
く
使
え

る
よ
う
、
マ
ナ
ー
・
モ
ラ
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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荘司　　清さん
（埋田・70歳）

佐藤フサヱさん
（肴町・92歳）

阿部キミヨさん
（水林・76歳）

遠藤　恭二さん
（水林・87歳）

三森　倫男さん
（川口・69歳）

白瀬　　三さん
（御門・85歳）

齊藤　金市さん
（大沢・83歳）

佐藤スミコさん
（古雪町・82歳）

井島　　子さん
（館・76歳）

三浦　　利さん
（矢島町川辺・84歳）

伊豆　忠治さん
（矢島町元町・94歳）

佐々木一太郎さん
（矢島町川辺・79歳）

小沼　榮子さん
（矢島町坂之下・80歳）
中村　チヱさん
（矢島町城内・94歳）

堀井　久圓さん
（岩城内道川・86歳）

佐々木ヨシヱさん
（岩城勝手・84歳）

五十嵐サツさん
（岩城亀田亀田町・84歳）
阿部ヨシミさん

（西沢・97歳）
村上　正明さん

（川西・65歳）
木内カネヨさん

（森子・87歳）
稲葉　貞夫さん

（黒沢・82歳）
工藤　愛子さん

（中俣・87歳）
伊藤　國義さん

（葛岡・85歳）
矢田部清介さん

（岩谷町・84歳）

細矢　トミさん
（深沢・82歳）

伊東スミ子さん
（東由利蔵・75歳）

正木　修一さん
（西目町西目・81歳）

鷹島　正幸さん
（西目町沼田・59歳）

渡辺　四郎さん
（西目町沼田・85歳）

齋藤千市郎さん
（西目町西目・77歳）

佐々木　誠さん
（西目町沼田・56歳）

佐藤コフミさん
（鳥海町伏見・83歳）

黒木　角七さん
（鳥海町小川・93歳）

村上　チヱさん
（鳥海町才ノ神・99歳）
千島　政七さん
（鳥海町下川内・82歳）

　

「
ふ
り
返
ら
ず
に
、
前
を
向
い
て
歩
こ
う
！
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
私
自
身
、〝
す
べ
っ

た
・
転
ん
だ
〞
を
体
験
す
る
た
び
に
、
こ
の
言

葉
に
励
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
、

こ
ん
な
こ
と
を
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
時

々
は
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
自
分
の
足
跡
を
確

か
め
る
た
め
に
」
と
。

　

ふ
る
さ
と
由
利
本
荘
市
を
離
れ
て
40
年
あ
ま

り
、
東
京
、
横
浜
、
京
都
と
移
り
住
み
、
今
は

主
婦
兼
文
筆
業
と
い
う
肩
書
き
で
の
ん
び
り
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。
文
筆
業
と
い
っ
て
も
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
や
軽
い
エ
ッ
セ
イ
、
舞
台
や
映
画

の
解
説
な
ど
、
か
な
り
軟
ら
か
い
ジ
ャ
ン
ル
の
、

い
わ
ゆ
る
ラ

イ
タ
ー
で
す
。

私
は
、
還
暦

を
ち
ょ
っ
と

ば
か
り
過
ぎ

た
今
で
も
、

こ
の
仕
事
を

続
け
て
い
ら

れ
る
の
は
、

高
校
を
卒
業

し
て
か
ら
、

東
京
に
出
て
、

都
会
の
文
化

に
触
れ
て
き
た
か
ら
だ
と
、
長
い
間
思
い
込
ん

で
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
遅
れ
ば
せ
な
が

ら
、
そ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。

　

子
供
の
こ
ろ
、
本

荘
の
町
は
文
化
の
息

吹
に
あ
ふ
れ
た
城
下

町
で
し
た
。
山
と
川

と
海
の
あ
る
美
し
い

風
景
は
も
ち
ろ
ん
、

公
会
堂
・
公
民
館
・

図
書
館
・
市
役
所
と

続
く
レ
ト
ロ
モ
ダ
ン

の
建
物
、『
ロ
ミ
オ

と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

の
物
語
を
彷
彿
さ
せ
る
由
利
高
校
の
バ
ル
コ

ニ
ー
、
格
調
高
い
大
名
行
列
、
由
利
高
校
や
本

荘
中
学
の
体
育
館
で
上
演
さ
れ
る
世
界
的
バ
レ

エ
団
の
公
演
や
、
俳
優
座
・
文
学
座
な
ど
の
演
劇
、

夏
休
み
に
な
る
と
巡
回
し
て
く
る
有
名
大
学
の

コ
ン
サ
ー
ト
、
京
都
と
古
雪
港
と
が
直
接
交
流

し
て
い
た
証
し
の
、
お
年
寄
り
た
ち
の
京
風
言

葉…

な
ど
な
ど
。
そ
の
す
べ
て
に
、
キ
ラ
キ
ラ

し
た
想
い
出
が
あ
り
ま
す
。
今
の
私
の
全
て
の

ル
ー
ツ
は
、
み
ん
な
こ
の
町
に
あ
っ
た
の
で
す
。

　

離
れ
て
知
る
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
、
こ
れ

か
ら
少
し
ず
つ
書
き
留
め
、
な
つ
か
し
い
人
々

と
同
じ
思
い
を
語
り
合
え
た
ら…

と
思
う
と
胸

が
ふ
る
え
ま
す
。

本荘駅前通り（昭和35年）

旧本荘市図書館・公民館

ほ
う
ふ
つ

旧姓・志村／本田仲町出身
鶴舞東小、本荘中、由利高、
東洋大短期大学（東京）卒。
文筆業。雑誌、新聞などにイ
ンタビュー、劇評、映画解説、
ルポ、エッセイなどを連載中。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本

市
出
身
の
あ
さ
か
さ
ん
が
寄

稿
し
て
く
だ
さ
る
〝
故
郷
の

素
晴
ら
し
さ
〞〝
故
郷
へ
の

希
望
・
期
待
〞
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。（
随
時
連
載
）


